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一

一
条
朝
期
を
代
表
す
る
文
人
大
江
匡
衡
（
九
五
二
〜
一
〇
一
二
）
は
長
徳

二
年
（
九
九
六
）
四
月
、
時
に
式
部
権
少
輔
、
文
章
博
士
の
官
に
在
っ
た
が
、

さ
ら
に
備
中
介
を
兼
任
し
た
い
と
の
奏
状
（『
本
朝
文
粋
』
巻
六
・（
1
））
を

162

呈
上
し
た
。
そ
の
中
に
、

三
史
文
選
、
師
説
漸よ
う
やく
絶
え
、
詞
華
翰
藻
、
人
以
て
重
ん
ぜ
ず
。

と
い
う
一
文
が
あ
る
。「
三
史
」
は
『
史
記
』『
漢
書
』『
後
漢
書
』
を
い
う
。

し
た
が
っ
て
「
三
史
文
選
」
は
歴
史
と
文
学
、
広
く
言
え
ば
学
問
と
言
っ
て

よ
か
ろ
う
。
対
す
る
「
詞
華
翰
藻
」
は
詩
文
で
あ
る
。
学
問
の
系
譜
が
衰
微

し
、
文
学
が
軽
視
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
現
今
の
状
況
を
歎
い
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
こ
の
う
ち
、
と
り
分
け
「
文
選
」
が
注
視
さ
れ
、
こ
れ
を
以
て
、
一

条
朝
、
拡
げ
て
平
安
中
期
に
お
け
る
文
選
学
の
、
あ
る
い
は
『
文
選
』
受
容

の
衰
退
が
語
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
が
、
実
際
は
ど
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

匡
衡
の
こ
の
慨
嘆
を
文
字
ど
お
り
に
受
け
取
っ
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
、
検
討

し
て
み
た
い
。
な
お
、
匡
衡
は
「
三
史
文
選
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
併
せ

て
三
史
（
実
際
に
は
『
史
記
』）
に
つ
い
て
も
見
て
い
こ
う
。

二

こ
の
こ
と
を
考
え
る
に
つ
い
て
、
ま
ず
取
り
上
げ
る
べ
き
は
、
他
な
ら
ぬ

匡
衡
の
詩
文
で
あ
る
。

匡
衡
の
文
学
的
自
伝
で
あ
る
「
述
懐
。
古
調
詩
一
百
韻
」（『
江
吏
部
集
』

巻
中
）
に
、
長
徳
四
年
の
こ
と
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
賦
さ
れ
て
い

る
。そ

の
年
の
九
月
の
あ
る
日
、
匡
衡
の
屋
敷
を
宮
中
か
ら
の
使
者
が
訪
れ
、

天
皇
の
お
召
し
が
あ
る
こ
と
を
告
げ
た
。
匡
衡
は
大
慌
て
で
宮
中
に
向
か
い
、

蔵
人
を
通
じ
て
勅
命
を
受
け
た
。

夕
郎
手
持
書

夕
郎
手
に
書
を
持
ち

口
以
勅
語
伝

口
に
勅
語
を
以
て
伝
ふ

此
孔
子
世
家

此
れ
孔
子
世
家
な
り
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家
々
説
不
詮

家
々
の
説
詮あ
き

ら
か
な
ら
ず

宜
以
江
家
説

宜
し
く
江
家
の
説
を
以
て

備
之
叡
覧
焉

之
れ
を
叡
覧
に
備
ふ
べ
し
と

奉
詔
汗
浹
背

詔
を
奉
じ
て
汗
は
背
を
浹う
る
おす

浅
学
恐
自
専

浅
学
に
し
て
自
専
た
る
を
恐
る

抽
毫
立
加
点

毫ふ
で

を
抽ぬ
き

ん
で
立
た
ち
ど
こ
ろに
点
を
加
へ

指
掌
応
于
乾

掌
を
指
す
が
ご
と
く
乾
に
応
ふ

天
皇
の
命
は
、「
孔
子
世
家
」
に
つ
い
て
、
諸
家
の
説
が
明
確
で
は
な
い

の
で
江
家
の
説
を
示
す
よ
う
に
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
匡
衡
は
事
の
重
大
さ

に
恐
懼
し
つ
つ
、
直
ち
に
訓
点
を
施
し
、
天
皇
の
要
請
に
応
え
た
。「
乾
」

は
天
子
を
い
う
。「
孔
子
世
家
」
は
『
史
記
』
の
一
巻
で
あ
る
（
巻
四
十
七
）。

す
な
わ
ち
一
条
天
皇
が
『
史
記
』
を
読
む
に
際
し
て
、
大
江
家
の
訓
説
を
求

め
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
関
連
す
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
、
匡
衡
の
訓
説
を
伝
え
る

『
史
記
』
の
古
写
本
が
現
存
し
て
い
る
。
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
の
三
条
西
実
隆

に
よ
る
永
正
七
年
（
一
五
一
〇
）
書
写
の
『
史
記
』
が
そ
れ
で
、「
孔
子
世

家
」
で
は
な
い
が
、
巻
一
「
五
帝
本
紀
」
の
尾
題
の
下
に
、

本
云
、
善
清
―

江
匡
―

橘
直
―

已
上
三
説
竝
存

と
い
う
識
語
が
あ
る
（
2
）。
そ
れ
ぞ
れ
に
三
善
清
行
（
八
四
七
〜
九
一
八
）、
大

江
匡
衡
、
橘
直
幹
と
考
え
ら
れ
る
（
3
）。
清
行
は
菅
原
道
真
と
同
時
代
に
、
直
幹

は
生
没
年
未
詳
で
あ
る
が
、
朱
雀
・
村
上
朝
に
活
躍
し
た
文
人
で
あ
る
。
そ

れ
ら
二
人
と
共
に
匡
衡
の
、
す
な
わ
ち
江
家
の
訓
説
が
十
六
世
紀
の
写
本
に

承
け
継
が
れ
て
い
た
。

や
は
り
「
述
懐
」
に
も
う
一
つ
の
こ
と
が
賦
さ
れ
て
い
る
。
先
の
引
用
に

続
い
て
、

其
後
未
幾
日

其
の
後
未
だ
幾
日
な
ら
ず
し
て

昇
殿
接
神
仙

昇
殿
し
て
神
仙
に
接
す

近
左
右
師
子

左
右
の
師
子
に
近
づ
き

攀
楼
殿
環
玭

楼
殿
の
環か
ん

玭へ
ん

を
攀よ

づ

執
巻
授
明
主

巻
を
執
り
て
明
主
に
授
く
れ
ば

縱
容
冕
旒
褰

縱
容
と
し
て
冕べ
ん

旒り
ゆ
う

褰か
か

げ
ら
る

尚
書
十
三
巻

尚
書
十
三
巻

老
子
亦
五
千

老
子
ま
た
五
千

文
選
六
十
巻

文
選
六
十
巻

毛
詩
三
百
篇

毛
詩
三
百
篇

加
以
孫
羅
注

加
ふ
る
に
孫
羅
の
注
を
以
て
し

加
以
鄭
子
箋

加
ふ
る
に
鄭
子
の
箋
を
以
て
す

搜
史
記
滞
義

史
記
の
滞
義
を
搜
り
て

追
謝
司
馬
遷

追
ひ
て
司
馬
遷
に
謝
し

叩
文
集
疑
門

文
集
の
疑
門
を
叩
き
て

仰
慙
白
楽
天

仰
い
で
は
白
楽
天
に
慙は

づ

と
あ
る
。
こ
こ
で
賦
さ
れ
て
い
る
の
は
、
昇
殿
を
許
さ
れ
、
天
皇
の
侍
読
を

勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
7
句
目
以
下
に
天
皇
に
講
授
し
た
典

籍
を
列
挙
す
る
。『
尚
書
』『
老
子
』『
文
選
』『
毛
詩
』『
史
記
』『
白
氏
文

集
』
で
あ
る
。
な
お
、
同
様
の
こ
と
は
他
の
詩
文
に
も
い
う
。『
江
吏
部
集
』

巻
中
の
、
天
皇
の
『
老
子
』
読
書
に
侍
し
た
こ
と
を
賦
す
詩
の
長
文
の
詩
題
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に
、

頃
年
、
累
代
侍
読
の
苗
胤
た
る
を
以
て
、
尚
書
一
部
十
三
巻
、
毛
詩
一

部
三
十
巻
、
文
選
一
部
六
十
巻
、
及
び
礼
記
、
文
集
を
以
て
、
聖
主
の

御
読
に
侍
す
。
皆
是
れ
鴻
業
を
潤
色
し
、
王
道
を
吹す
い

瑩え
い

す
る
典
文
な
ら

ざ
る
は
莫な

し
。

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
『
史
記
』
が
な
く
『
礼
記
』
が
加
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、

長
保
四
年
（
一
〇
〇
二
）
十
一
月
の
、
子
の
挙た
か

周ち
か

の
明
春
の
蔵
人
任
官
の
推

薦
を
藤
原
道
長
に
依
頼
し
て
く
れ
る
よ
う
藤
原
挙
直
に
懇
請
す
る
書
状

（「
可
哀被
哀上
唖啓
挙
周
明
春
所
望
亜事
」『
本
朝
文
粋
』
巻
七
・

）
に
も
、

196

自
己
の
功
績
を
述
べ
て
、

匡
衡
は
毛
詩
、
荘
子
、
史
記
、
文
選
を
以
て
天
子
に
授
け
奉
り
、
易
筮
、

表
翰
、
願
文
、
祭
文
を
以
て
、
東
閤
（
道
長
）
の
旨
意
を
発
明
せ
り
。

と
い
う
。
こ
こ
で
は
、『
荘
子
』
が
加
わ
っ
て
い
る
。

「
述
懐
」
に
戻
る
が
、
天
皇
に
講
授
し
た
と
列
挙
す
る
書
物
の
う
ち
、『
文

選
』
と
『
毛
詩
』
に
つ
い
て
は
用
い
た
注
本
の
こ
と
に
も
言
及
し
て
い
る
。

文
選
六
十
巻
、
毛
詩
三
百
篇
、

加
ふ
る
に
孫
羅
の
注
を
以
て
し
、
加
ふ
る
に
鄭
子
の
箋
を
以
て
す
。

『
毛
詩
』
に
つ
い
て
い
う
「
鄭
子
の
箋
」
と
は
、
後
漢
の
鄭
玄
の
注
で
あ

る
。『
日
本
国
見
在
書
目
録
』「
詩
家
」
に
「
毛
詩
二
十
巻
漢
河
漢
大
伝
毛

萇
伝
鄭
氏
箋

」
と
あ

る
。『

文
選
』
に
つ
い
て
は
「
孫
羅
の
注
」
と
い
う
が
、
孫
羅
と
は
初
唐
の
公

孫
羅
で
あ
る
。
そ
の
注
の
こ
と
は
、
同
じ
く
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』「
総

集
家
」
に
「
文
選
鈔
六
十
九
公
孫
羅
撰
」、「
文
選
音
決
十
公
孫
羅
撰
」
と
あ
り
、
後
述
す

る
『
文
選
集
注
』
に
も
「
鈔
」「
音
決
」
と
し
て
二
書
と
も
に
引
用
さ
れ
て

い
る
。「
文
選
鈔
」「
文
選
音
決
」
と
も
に
公
孫
羅
の
注
で
あ
る
が
、「
鈔
」

は
義
注
、「
音
決
」
は
音
注
で
あ
る
か
ら
、
匡
衡
が
用
い
た
と
い
う
「
孫
羅

の
注
」
は
『
文
選
鈔
』
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
4
）。

ま
ず
匡
衡
自
身
の
詩
文
に
目
を
向
け
て
み
た
が
、
匡
衡
が
侍
読
と
し
て
一

条
天
皇
に
講
授
し
た
多
く
の
中
国
の
典
籍
の
な
か
に
『
文
選
』『
史
記
』
と

も
に
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
史
記
』「
孔
子
世
家
」
に
つ
い
て
は
、
特
に

天
皇
の
下
命
を
受
け
て
、
大
江
家
の
訓
説
に
よ
っ
て
訓
点
を
付
け
て
献
呈
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
他
の
巻
（「
五
帝
本
紀
」）
で
あ
る
が
、
匡
衡
の
訓
説
は

平
安
中
期
の
他
の
学
儒
の
そ
れ
と
共
に
十
六
世
紀
の
写
本
に
ま
で
受
け
継
が

れ
て
い
る
。

三

次
い
で
、
匡
衡
の
周
辺
を
尋
ね
て
み
よ
う
。
匡
衡
の
時
代
に
は
、
上
流
貴

族
た
ち
が
漢
文
日
記
を
書
き
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
取
り
上
げ
て
、
時
代

を
追
っ
て
見
て
い
こ
う
。

藤
原
行
成
の
『
権
記
』
の
長
保
二
年
（
一
〇
〇
〇
）
九
月
六
日
条
に
、
次

の
記
述
が
あ
る
。

亦
先
日
匡
衡
朝
臣
所
伝
仰
注
文
選
、
纔
所
求
得
四
十
余
巻
。
非
一
同
。

随
仰
可
令
進
上
。

ま
た
先
日
匡
衡
朝
臣
に
仰
せ
を
伝
ふ
る
所
の
注
文
選
、
纔わ
ず

か
に
求
め
得

る
所
四
十
余
巻
な
り
。
一
同
に
非
ず
。
仰
せ
に
随
ひ
て
進
上
せ
し
む
べ

し
。
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時
に
行
成
は
蔵
人
頭
の
職
に
在
っ
た
が
、
こ
の
日
、
左
大
臣
道
長
の
召
し

を
受
け
て
、
い
ろ
い
ろ
の
「
雑
事
」
を
申
し
承
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
の
一

事
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
先
、
行
成
は
、
天
皇
の
「
注
文
選
」
を
進
上
す
る
よ

う
に
と
の
命
を
匡
衡
に
伝
え
て
い
た
が
、
よ
う
や
く
四
十
数
巻
を
求
め
得
た

と
こ
ろ
で
、
揃
っ
て
は
い
な
い
も
の
の
進
上
さ
せ
よ
、
と
い
う
道
長
の
指
示

で
あ
る
。

翌
七
日
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
天
皇
の
意
向
が
示
さ
れ
た
。

奏
昨
日
左
大
臣
令
申
旨
。
仰
云
、
文
選
雖
不
具
可
進
。

昨
日
左
大
臣
の
申
さ
し
む
る
旨
を
奏
す
。
仰
せ
て
云
は
く
、
文
選
、
具

は
ら
ず
と
い
へ
ど
も
進
た
て
ま
つる
べ
し
。

と
あ
る
。
昨
日
の
左
大
臣
の
指
示
を
天
皇
に
奏
上
し
た
と
こ
ろ
、「
文
選
は

揃
っ
て
い
な
く
と
も
進
上
せ
よ
」
と
い
う
命
が
下
さ
れ
た
と
い
う
。

一
条
天
皇
は
「
注
文
選
」
を
求
め
て
お
り
、
そ
の
入
手
が
匡
衡
に
下
命
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
が
い
か
な
る
文
選
注
で
あ
る
の
か
は
、
こ
れ
だ
け
の
記
事

か
ら
は
不
明
と
い
う
ほ
か
な
い
（
5
）。

以
下
は
藤
原
道
長
の
『
御
堂
関
白
記
』
の
記
述
で
あ
る
。

寛
弘
元
年
（
一
〇
〇
四
）
十
月
三
日
条
に
次
の
記
事
が
あ
る
。

乗
方
朝
臣
集
注
文
選
幷
元
白
集
持
来
。
感
悦
無
極
。
是
有
聞
書
等
也
。

乗
方
朝
臣
、
集
注
文
選
幷
び
に
元
白
集
持
ち
来
る
。
感
悦
極
ま
り
無
し
。

是
れ
聞
こ
え
有
る
書
等
な
り
。

乗
方
が
「
集
注
文
選
」
と
「
元
白
集
」
を
持
参
し
、
道
長
に
献
呈
し
た
。

乗
方
は
源
乗
方
で
あ
る
。
宇
多
源
氏
で
重
信
の
子
、
兄
弟
に
致
方
、
道
方
、

宣
方
、
相
方
が
あ
る
。
乗
方
に
は
文
事
は
伝
わ
ら
な
い
が
、
致
方
ら
四
人
は

い
ず
れ
も
詩
文
に
堪
能
な
人
で
あ
っ
た
（
6
）。

「
元
白
集
」
は
元
稹
と
白
居
易
の
詩
文
集
の
意
で
あ
る
が
、
個
別
の
集
と

し
て
、
た
と
え
ば
両
者
に
よ
る
唱
和
集
の
よ
う
な
、
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の

は
知
ら
れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
別
集
、
す
な
わ
ち
『
元
氏
長
慶
集
』
と
『
白
氏

文
集
』
と
を
併
称
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
集
注
文
選
」
は
そ
れ
と
し
て
現
存
す
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
我
が
国
に

遺
存
す
る
『
文
選
集
注
』
が
こ
れ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
百
二
十
巻

と
い
う
大
部
な
も
の
で
あ
る
が
、
今
は
二
十
数
巻
が
残
る
の
み
で
あ
る
。
編

者
は
未
詳
。
そ
の
名
の
と
お
り
、
諸
注
を
集
成
し
た
も
の
で
、
李
善
注
、
五

臣
注
の
ほ
か
、「
鈔
（
文
選
鈔
）」、「
音
決
（
文
選
音
決
）」、「
陸
善
経
注
」

と
い
う
、
い
ず
れ
も
唐
人
の
注
を
引
載
す
る
。「
鈔
」
以
下
の
三
書
は
本
書

に
の
み
見
え
る
注
釈
で
あ
り
、
貴
重
な
集
注
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
（
7
）。

道
長
は
こ
の
『
集
注
文
選
』
及
び
「
元
白
集
」
に
つ
い
て
、「
聞
こ
え
有

る
書
」
と
言
い
、
そ
れ
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
て
「
感
悦
極
ま
り
無
し
」

と
感
激
の
辞
を
書
き
つ
け
て
い
る
。
道
長
に
と
っ
て
も
、
か
ね
て
よ
り
そ
の

評
判
を
耳
に
し
て
、
取
得
を
待
ち
望
ん
で
い
た
書
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
一
箇
月
を
経
た
十
一
月
三
日
、
道
長
は
再
び
『
集
注
文
選
』
の

こ
と
を
記
録
し
て
い
る
。

事
了
間
、
集
注
文
選
、
内
大
臣
取
之
。
右
大
臣
問
。
内
大
臣
申
云
、
宮

被
奉
集
注
文
選
云
々
。

事
了
ん
ぬ
る
間
、
集
注
文
選
、
内
大
臣
（
藤
原
公
季
）
之
れ
を
取
る
。

右
大
臣
（
同
顕
光
）
問
ふ
。
内
大
臣
申
し
て
云
ふ
、
宮
、
集
注
文
選
を

奉
ら
る
と
云
々
。
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こ
の
日
、
一
条
天
皇
は
中
宮
の
許
（
藤
壷
）
に
出
か
け
、
管
絃
の
遊
び
が

催
さ
れ
た
。
こ
れ
が
終
わ
っ
て
後
の
こ
と
で
あ
る
。「
宮
」
は
中
宮
の
彰
子
、

言
う
ま
で
も
な
い
が
道
長
の
娘
で
あ
る
。
そ
の
中
宮
か
ら
天
皇
へ
『
集
注
文

選
』
が
奉
献
さ
れ
て
い
る
。
一
箇
月
後
の
こ
と
で
あ
る
。
先
に
道
長
へ
進
上

さ
れ
た
『
集
注
文
選
』
に
違
い
な
い
（
8
）。

先
に
見
た
よ
う
に
、
一
条
天
皇
は
匡
衡
か
ら
「
文
選
六
十
巻
」（
李
善
注

か
）
及
び
公
孫
羅
注
に
よ
っ
て
『
文
選
』
の
講
義
を
受
け
て
い
た
。
ま
た
未

詳
の
「
文
選
注
」
の
調
達
を
匡
衡
に
命
じ
て
、
そ
の
四
十
数
巻
を
入
手
し
て

い
た
。
今
ま
た
、
最
上
の
文
選
注
も
手
元
に
置
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

『
集
注
文
選
』
は
匡
衡
と
も
関
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
匡
衡
の
曾
孫
、
匡

房
の
言
談
を
記
録
し
た
『
江
談
抄
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
巻
六
―（
9
）「
張
車

58

子
の
富
は
文
選
の
思
玄
賦
を
見
る
べ
き
こ
と
」
で
あ
る
。

予
問
ひ
て
云
は
く
、「
丹
波
殿
の
御
作
詩
の
中
に
「
司
馬
遷
の
才
漸
く

進
む
と
雖
も
、
張
車
子
の
富
は
未
だ
平
均
な
ら
ず
」
と
。「
張
車
子
の

事
は
集
注
文
選
の
「
思
玄
賦
」
の
中
に
見
ゆ
。
第
一
に
興
有
る
事
な
り
。

…
…

「
丹
波
殿
」
は
そ
の
最
終
官
、
丹
波
守
（
寛
弘
七
年
任
）
に
よ
っ
て
匡
衡

を
い
う
。
引
か
れ
て
い
る
詩
句
は
「
越
州
刺
史
の
任
に
赴
く
を
餞
す
」（『
江

吏
部
集
』
巻
中
）
の
一
聯
で
あ
る
。

鏡
水
蘭
亭
君
管
領

鏡
水
蘭
亭
君
管
領
し

翰
林
李
部
我
艱
辛

翰
林
李
部
我
艱
辛
す

明
時
衣
錦
昼
行
客

明
時
錦
を
衣き

る
昼
行
の
客

暗
牖
弾
冠
晩
達
人

暗
牖
冠
を
弾は
じ

く
晩
達
の
人

司
馬
遷
才
雖
漸
進

司
馬
遷
の
才
漸
く
進
む
と
雖
も

張
車
子
富
未
平
均

張
車
子
の
富
は
未
だ
平
均
な
ら
ず

越
州
便
是
本
詩
国

越
州
は
便
ち
是
れ
本も
と

詩
国

宜
矣
使
君
先
遇
春

宜う
べ

な
る
か
な
使
君
の
先
づ
春
に
遇
ふ
こ
と

こ
れ
は
長
徳
二
年
（
九
九
六
）
正
月
、
越
前
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
藤
原
為
時

の
赴
任
に
際
し
て
賦
し
た
詩
で
あ
る
。
語
句
ま
た
一
首
全
体
の
意
味
等
に
す

い
て
は
、
拙
著
、
人
物
叢
書
『
大
江
匡
衡
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
。

六
〇
頁
）
に
譲
る
が
、
第
三
聯
ま
で
は
国
守
の
身
分
を
得
た
幸
運
の
為
時
と

不
遇
の
自
ら
と
を
対
比
し
て
詠
ん
で
い
る
。
話
題
と
な
っ
て
い
る
第
六
句
は
、

国
守
に
な
れ
な
か
っ
た
私
は
張
車
子
の
よ
う
な
富
を
平
等
に
得
て
は
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
匡
房
は
、
そ
の
典
拠
は
『
集
注
文
選
』
の
「
思
玄

賦
」
の
注
に
あ
る
と
い
う
。

「
思
玄
賦
」
は
漢
の
張
衡
の
作
で
、
現
行
の
李
善
注
本
、
六
臣
注
本
で
は

巻
十
五
所
収
。『
文
選
集
注
』
は
残
念
な
こ
と
に
、
該
当
す
る
巻
が
失
わ
れ

て
い
る
。
賦
の
、
世
間
の
吉
凶
を
予
測
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
述
べ
る
箇
所

に
、

或
輦
賄
而
違
車
兮
、
孕
行
産
而
為
対
。

或
い
は
賄た
か
らを
輦は
こ

び
て
車し
や

を
違さ

く
る
も
、
孕
は
行ゆ
く
ゆく
産
し
て
対こ
た

へ
を
為
す
。

と
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
今
は
李
善
注
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

車
は
人
名
な
り
。
孕
は
子
を
懐み
ご
も
る
な
り
。
昔
、
周
し
ゆ
う
し
ゆ
う
な
る
者
有
り
。

家
甚
だ
貧
し
く
、
夫
婦
夜
も
田た
つ
くる
。
天
帝
見
て
之
れ
を
矜あ
わ
れみ
、
司
命
に

問
ひ
て
曰
は
く
、
此
れ
富
ま
す
べ
き
か
と
。
司
命
曰
は
く
、
命
、
貧
に

当
た
る
。
張
車
子
が
財
有
り
。
以
て
之
れ
に
仮か

す
べ
し
と
。
乃
ち
借
り
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て
之
れ
を
与
へ
、
期
し
て
曰
は
く
、
車
子
生
ま
れ
な
ば
、
急
ぎ
之
れ
を

還
せ
と
。
田
る
者
稍よ
う
やく
富
み
、
貲し

を
致
す
こ
と
巨
万
な
り
。
期
に
及

ん
で
司
命
の
言
を
忘
れ
、
夫
婦
其
の
賄
を
輦
び
て
以
て
逃
る
。
行
旅
者

と
同
宿
し
、
夫
妻
の
車
の
下
に
寄
り
て
宿
る
に
逢
ふ
。
夜
、
子
を
生
む
。

名
を
夫
に
問
ふ
に
、
夫
曰
は
く
、
車
間
に
生
ま
る
れ
ば
車
子
と
名
づ
く

る
な
り
。
是
れ
よ
り
向
か
ふ
所
、
利
を
失
ひ
、
遂
に
便
ち
貧
困
と
な
る
。

お
お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
話
で
あ
る
。

周

な
る
者
が
い
て
、
た
い
そ
う
貧
し
か
っ
た
。
天
帝
が
憐
れ
ん
で
、
司

命
（
人
の
運
命
を
司
る
神
）
に
は
か
る
と
、「
貧
し
い
運
命
の
も
と
に
あ
る

が
、
張
車
子
の
財
産
を
貸
し
て
や
ろ
う
」
と
い
う
。
そ
こ
で
天
帝
は
こ
れ
を

与
え
て
、
車
子
が
生
ま
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
返
す
よ
う
約
束
す
る
。
そ
の
お
か

げ
で
周
夫
婦
は
大
金
持
ち
に
な
る
が
、
約
束
の
時
に
な
る
と
、
財
産
を
抱
え

て
逃
げ
て
し
ま
う
。
旅
の
途
中
、
妻
は
車
の
下
で
子
供
を
生
む
。
同
宿
者
が

子
の
名
前
を
尋
ね
る
と
、
夫
は
「
車
の
下
で
生
ま
れ
た
の
で
車
子
だ
」
と

言
っ
た
。
こ
れ
以
後
、
夫
婦
は
再
び
貧
乏
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
李
善
注
に
拠
っ
て
も
「
張
車
子
の
富
」
と
い
う
措
辞
の
因
っ
て
来
た

る
と
こ
ろ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。『
集
注
文
選
』
に
も
類
似
の
注
が
付
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。『
江
談
抄
』
の
話
は
、
匡
衡
の
詩
の
表
現
は
そ
れ

を
踏
ま
え
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
匡
衡
も
『
集
注
文
選
』
を
目
に
し
て

い
た
（

）。
10寛

弘
三
年
（
一
〇
〇
六
）
十
月
二
十
日
条
に
次
の
記
述
が
あ
る
。

参
内
。
着
左
仗
座
。
唐
人
令
文
所
及
蘇
木
、
茶
垸
持
来
。
五
臣
注
文
選
、

文
集
等
持
来
。

内
に
参
る
。
左
仗
座
に
着
く
。
唐
人
令
文
が
及
ぼ
せ
る
所
の
蘇
木
、
茶

垸
持
ち
来
る
。
五
臣
注
文
選
、
文
集
等
持
ち
来
る
。

「
令
文
」
は
宋
の
商
人
の
曽
令
文
。
長
徳
・
長
保
年
間
に
も
来
航
し
、『
権

記
』
に
も
名
が
見
え
る
（

）。
こ
れ
は
再
度
の
来
日
で
あ
る
が
、
将
来
し
た
唐
物

11

を
献
上
し
た
。
な
か
に
「
五
臣
注
文
選
」
と
『
白
氏
文
集
』
が
あ
っ
た
。

『
文
選
』五
臣
注
は
唐
の
開
元
六
年
（
七
一
八
）、
呂
延
済
、
劉
良
、
張
銑
、

呂り
よ

尚き
よ
う、
李
周
翰
の
五
人
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
注
釈
で
あ
る
。
先
述
の

『
文
選
集
注
』
に
も
五
臣
注
が
引
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
献
上
さ
れ
た

の
は
単
行
の
五
臣
注
で
あ
る
。

次
い
で
は
寛
弘
七
年
八
月
二
十
九
日
条
で
あ
る
。

作
棚
厨
子
二
双
。
立
傍
置
文
書
。
三
史
、
八
代
史
、
文
選
、
文
集
、
御

覧
、
道
々
書
、
日
本
記
具
書
等
、
令
、
律
、
式
等
具
、
幷
二
千
余
巻
。

棚
の
厨
子
二
双
を
作
る
。
傍
に
立
て
文
書
を
置
く
。
三
史
、
八
代
史
、

文
選
、
文
集
、
御
覧
、
道
々
の
書
、
日
本
記
の
具
書
等
、
令
、
律
、
式

等
の
具
、
幷
せ
て
二
千
余
巻
な
り
。

道
長
は
新
た
に
書
棚
を
作
り
、
所
蔵
の
典
籍
史
料
を
収
め
た
。「
八
代
史
」

は
中
国
の
史
書
、『
魏
書
』『
晋
書
』『
宋
書
』『
斉
書
』『
梁
書
』『
陳
書
』

『
隋
書
』『
唐
書
』
で
あ
る
（『
口
遊
』
書
籍
門
）。「
御
覧
」
は
『
修
文
殿
御

覧
』。
合
わ
せ
て
二
千
余
巻
と
あ
る
。
道
長
の
許
に
は
膨
大
な
量
の
書
籍
が

集
め
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
な
か
に
「
三
史
」
そ
し
て
『
文
選
』
が

あ
る
。『
文
選
』
に
は
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
『
集
注
文
選
』『
五
臣
注
文

選
』
も
含
ま
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

『
権
記
』
に
戻
る
。
そ
の
寛
弘
七
年
十
一
月
二
十
八
日
条
で
あ
る
。
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又
大
臣
献
御
書
。
余
幷
左
金
吾
取
之
。
右
大
臣
問
、
何
物
。
余
申
、
摺

本
文
選
。
金
吾
称
、
摺
本
文
集
。

又
大
臣
御
書
を
献
ず
。
余
幷
び
に
左
金
吾
之
れ
を
取
る
。
右
大
臣
問
ふ
、

何
物
ぞ
と
。
余
申
す
、
摺
本
文
選
な
り
と
。
金
吾
称い

ふ
、
摺
本
文
集
な

り
と
。

こ
の
日
、
一
条
天
皇
は
そ
れ
ま
で
居
所
と
し
て
い
た
枇
杷
殿
か
ら
新
造

成
っ
た
一
条
院
内
裏
に
還
幸
し
た
が
、
道
長
は
こ
れ
を
祝
い
、
贈
物
を
し
た
。

そ
の
一
環
で
あ
る
。「
左
金
吾
」
は
左
衛
門
督
の
頼
通
。
道
長
は
『
文
選
』

と
『
白
氏
文
集
』
を
贈
っ
て
い
る
が
、『
文
選
』
は
注
本
で
あ
っ
た
。
道
長

自
身
『
御
堂
関
白
記
』
に
こ
の
日
の
こ
と
を
詳
し
く
記
録
し
て
い
て
、
贈
物

に
も
触
れ
て
い
る
。

次
御
送
物
。
摺
本
注
文
選
、
同
文
集
。
入
蒔
絵
筥
一
双
、
袋
象
眼
包
、

五
葉
枝
。

次
い
で
御
送
物
。
摺
本
注
文
選
、
同
文
集
。
蒔
絵
の
筥
一
双
に
入
れ
、

袋
は
象
眼
の
包
み
、
五
葉
の
枝
。

注
目
す
べ
き
は
行
成
、
道
長
共
に
記
し
て
い
る
が
、
天
皇
に
献
上
さ
れ
た

『
文
選
』『
白
氏
文
集
』
が
「
摺
本
」
す
な
わ
ち
版
本
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
印
刷
技
術
の
普
及
に
伴
う
版
本
の
流
布
は
宋
代
に
お
け

る
特
筆
す
べ
き
文
化
事
象
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
本
は
お
そ
ら
く
先
述
の
曽
令

文
の
よ
う
な
、
こ
の
頃
多
く
日
本
に
来
航
し
て
い
た
宋
の
商
人
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
先
に
見
た
道
長
の
書
架
に
収
蔵
さ
れ

て
い
た
に
違
い
な
い
。
道
長
は
宋
版
本
と
い
う
最
先
端
の
貴
重
な
文
物
を
献

上
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
版
本
の
『
文
選
』
の
こ
と
は
源
経
頼
の
『
左
経
記
』
に
も
記
さ
れ
て

い
る
。
万
寿
二
年
（
一
〇
二
五
）
七
月
三
日
条
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

及
午
後
参
御
堂
。
東
宮
以
子
剋
御
遷
大
内
。
仍
有
御
送
物
用
意
〈
摺
本

文
集
一
部
、
同
文
選
一
部
。
各
裹
村
濃
薄
物
付
銀
枝
。
…
…
〉。
自
御

堂
可
被
奉
云
々
。

午
後
に
及
び
て
御
堂
に
参
る
。
東
宮
、
子
の
剋
を
以
て
大
内
に
御
遷
せ

ら
る
。
仍
て
御
送
物
の
用
意
有
り
〈
摺
本
文
集
一
部
、
同
文
選
一
部
。

各
お
の
村
濃
の
薄
物
に
裹つ
つ

み
て
銀
の
枝
に
付
く
。
…
…
〉。
御
堂
自
り

奉
ら
る
べ
し
と
云
々
。

先
の
例
よ
り
十
五
年
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
類
似
の
事
例
で
あ
る
。
こ
の

日
、
東
宮
（
敦
良
親
王
。
の
ち
後
朱
雀
天
皇
）
は
上
東
門
第
か
ら
内
裏
へ

帰
っ
た
が
、
こ
れ
に
際
し
て
、
祖
父
に
当
た
る
道
長
は
祝
儀
と
し
て
版
本
の

『
白
氏
文
集
』
と
『
文
選
』
と
を
贈
っ
て
い
る
。

藤
原
実
資
の
『
小
右
記
』
に
も
一
例
で
あ
る
が
、
取
り
上
げ
る
べ
き
記
事

が
あ
る
。
長
元
四
年
（
一
〇
三
一
）
七
月
二
十
五
日
条
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

蔵
人
右
少
弁
経
長
伝
綸
旨
実
関
白

消
息

。
挙
周
奉
授
文
選
史
記
已
了
。
可
加
一

級
者
。

蔵
人
右
少
弁
経
長
、
綸
旨
〈
実
は
関
白
の
消
息
な
り
〉
を
伝
ふ
。
挙
周
、

文
選
、
史
記
を
授
け
奉
る
こ
と
已
に
了
ん
ぬ
。
一
級
を
加
ふ
べ
し
て
へ

り
。

匡
衡
の
子
、
挙
周
に
後
一
条
天
皇
の
侍
読
を
勤
め
た
こ
と
に
対
す
る
恩
賞

と
し
て
加
階
す
る
と
い
う
天
皇
の
命
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
挙
周
が
天
皇

に
講
授
し
た
の
は
『
文
選
』
と
『
史
記
』
で
あ
っ
た
。
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＊

こ
れ
ま
で
と
は
全
く
異
な
る
資
料
に
目
を
向
け
て
み
よ
う
。『
文
選
』
の

テ
キ
ス
ト
の
奥
書
で
あ
る
。

京
都
、
建
仁
寺
両
足
院
所
蔵
の
明
刊
本
『
六
臣
注
文
選
』
六
十
巻
（
三
十

冊
）
の
第
二
巻
末
に
は
、
菅
原
家
に
お
け
る
歴
代
の
書
写
伝
授
を
記
し
た
詳

細
な
奥
書
が
あ
る
。
住
吉
朋
彦
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
（

）が
、
そ
の
一
部
に

12

次
の
記
述
が
あ
る
。

秘
本
奥
書
云

応
和
三
年
六
月
八
日
書
写
訖

同
廿
七
日
加
点
訖

文
章
生
資
忠

寛
和
元
年
十
一
月
七
日
以
家
説
奉
授

親
王
三
条
院
而
已

右
中
弁
菅
資
忠

応
和
三
年
（
九
六
三
）
六
月
、
菅
原
資
忠
（
道
真
孫
）
が
『
文
選
』
を
書

写
し
、
訓
点
を
加
え
た
。
ま
た
、
そ
れ
よ
り
約
二
十
年
を
経
た
寛
和
元
年

（
九
八
三
）
十
一
月
に
は
、
右
中
弁
と
な
っ
て
い
た
資
忠
が
、
そ
の
本
に
加

え
ら
れ
た
菅
家
の
訓
説
に
も
と
づ
い
て
、
後
に
三
条
天
皇
と
な
る
居
貞
親
王

に
『
文
選
』
を
教
授
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

今
は
本
論
が
対
象
と
す
る
一
条
朝
前
後
に
限
っ
た
が
、
こ
れ
は
菅
原
家
に

お
け
る
『
文
選
』
の
師
説
の
継
承
を
も
の
語
る
も
の
で
あ
る
。

四

本
論
が
主
眼
と
す
る
『
文
選
』
に
つ
い
て
、
上
述
し
た
こ
と
の
要
点
を
整

理
す
る
と
こ
の
よ
う
に
な
る
。

応
和
三
年
（
九
六
三
）
菅
原
資
忠
、『
文
選
』
を
書
写
、
訓
点
を
加
え
る
。

寛
和
元
年
（
九
八
三
）
資
忠
、
菅
家
の
訓
説
に
も
と
づ
い
て
居
貞
親
王

（
三
条
天
皇
）
に
『
文
選
』
を
講
授
す
る
。

（
同
二
年
、
一
条
天
皇
即
位
）

長
徳
四
年
（
九
九
八
）
大
江
匡
衡
、「
注
文
選
」
に
加
え
「
公
孫
羅
注
」
を

用
い
て
、
天
皇
に
『
文
選
』
を
講
授
す
る
。

長
保
二
年
（
一
〇
〇
二
）
匡
衡
、「
注
文
選
」
の
調
達
を
天
皇
に
命
ぜ
ら
れ
、

入
手
し
え
た
四
十
数
巻
を
献
上
す
る
。

寛
弘
元
年
（
一
〇
〇
四
）
源
乗
方
、『
集
注
文
選
』
を
藤
原
道
長
に
献
呈
す

る
。
こ
れ
は
中
宮
彰
子
を
通
し
て
天
皇
に
も
献
上
さ
れ
る
。
な
お
、『
集
注

文
選
』
は
匡
衡
も
閲
読
し
て
お
り
、
こ
れ
を
典
拠
と
し
て
詩
を
詠
ん
で
い
る
。

同
三
年

宋
商
曽
令
文
、
道
長
に
『
五
臣
注
文
選
』
を
献
上
す
る
。

同
七
年

道
長
、
天
皇
に
版
本
の
「
注
文
選
」
を
献
上
す
る
。

万
寿
三
年
（
一
〇
二
五
）
道
長
、
東
宮
敦
良
親
王
に
版
本
の
『
文
選
』
を

献
上
す
る
。

長
元
四
年
（
一
〇
三
一
）
頃

大
江
挙
周
、
後
一
条
天
皇
に
『
文
選
』
を
講

授
す
る
。

匡
衡
と
そ
の
時
代
に
お
け
る
、
こ
の
よ
う
な
『
文
選
』
受
容
の
情
況
は
ど

う
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
立
場
に
よ
っ
て
見
方
は
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
ろ
う
が
、

私
は
け
っ
こ
う
〈
繁
昌
〉
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

少
な
く
と
も
〈
衰
微
〉
と
い
う
評
は
当
た
ら
な
い
だ
ろ
う
。

匡
衡
の
時
代
、
す
な
わ
ち
一
条
朝
は
、
平
安
朝
漢
文
学
史
に
お
い
て
、
一

時
期
を
画
す
る
盛
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
要
因
の
一
つ
は
、
一
条
天
皇
と
藤
原

道
長
と
が
共
に
好
文
能
文
の
人
で
あ
り
、
漢
詩
文
隆
盛
の
牽
引
力
と
な
っ
た
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こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
『
文
選
』
受
容
に
お
い
て
も
、
そ
う
し
た
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。

ま
た
、『
文
選
』
の
テ
キ
ス
ト
に
関
し
て
、『
集
注
文
選
』
と
版
本
『
文

選
』
が
当
代
に
登
場
す
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
出
来
事
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
重
要
性
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
二

書
が
共
に
匡
衡
の
時
代
に
出
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
一
事
に
依
っ
て

も
、『
文
選
』
受
容
史
の
う
え
で
、
一
条
朝
は
む
し
ろ
重
要
視
す
べ
き
時
代

な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
、『
文
選
』
の
受
容
と
い
う
こ
と
で
は
、
当
代
の
詩
文
の
表
現
に

『
文
選
』
の
作
品
が
ど
の
よ
う
に
摂
取
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
視
点
も
も
ち

ろ
ん
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
先
に
一
端
な
が
ら
検
証
作
業
を
行
っ
た
（

）。
13

注（1
）
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
の
作
品
番
号
。

（
2
）
小
林
芳
規
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』

（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
七
年
）
一
四
六
八
頁
。

（
3
）
注
2
著
、
八
二
〇
〜
八
二
二
頁
。

（
4
）
東
野
治
之
「『
文
選
集
注
』
所
引
の
『
文
選
鈔
』」（『
神
田
喜
一
郎
博
士
追

悼
中
国
学
論
集
』
二
玄
社
、
一
九
八
六
年
）
参
照
。

（
5
）
『
権
記
』
の
こ
の
二
条
の
記
事
及
び
先
述
の
匡
衡
の
「
述
懐
」
の
「
文
選

六
十
巻
」「
加
以
孫
羅
注
」
を
主
な
資
料
と
し
て
、『
文
選
集
注
』（
後
述
）

の
編
者
は
匡
衡
で
あ
る
と
い
う
説
が
陳
翀
氏
に
よ
り
提
起
さ
れ
た
が
（「『
集

注
文
選
』
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
―
平
安
の
資
料
を
手
掛
か
り
と
し
て
」

『
中
国
文
学
論
集
』
三
八
号
、
二
〇
〇
九
年
）、
こ
れ
は
『
権
記
』
の
記
事
の

誤
読
に
も
と
づ
く
も
の
で
、
成
り
立
ち
え
な
い
こ
と
は
、
す
で
に
佐
藤
道
生

氏
に
指
摘
が
あ
る
。「
平
安
時
代
に
於
け
る
『
文
選
集
注
』
の
受
容
」（『
注

釈
書
の
古
今
東
西
』
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
、
二
〇
一
一
年
）。

（
6
）
拙
稿
「
宇
多
系
源
氏
の
文
人
―
一
条
朝
文
人
の
動
静
」（『
平
安
朝
文
人

志
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）。

（
7
）
『
文
選
集
注
』
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
研
究
の
蓄
積
が
あ
り
、

横
山
弘
「《
文
選
集
注
》
研
究
論
著
目
録
（
一
八
五
六
―
二
〇
一
一
、
五
）」

（『
唐
鈔
文
選
集
注
彙
存
』
三
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
重
版
）
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
注
5
の
佐
藤
論
文
は
最
近
の
そ
れ
で
あ
る
。

（
8
）
佐
藤
道
生
氏
は
、
一
箇
月
後
と
い
う
こ
と
か
ら
、
数
巻
の
み
が
奉
献
に
ふ

さ
わ
し
く
書
写
し
直
し
、
装
飾
を
調
え
て
献
上
さ
れ
た
と
解
釈
し
て
い
る
。

注
5
論
文
。

（
9
）
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
拠
る
。

（

）
あ
る
い
は
『
江
談
抄
』
の
こ
の
記
事
と
関
わ
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

10
思
わ
れ
る
資
料
が
あ
る
。『
明
衡
往
来
』
に
次
の
よ
う
な
書
状
が
あ
る
（
中

往
状
。
三
保
忠
夫
・
三
保
サ
ト
子
『
雲
州
往
来
享
禄
本
研
究
と
総
索
引

46本
文
・
研
究
篇
』
和
泉
書
院
、
一
九
八
二
年
に
拠
る
）。

返
献

陵
頓
首
巻

長
楊
賦

古
詩
十
九
首

思
玄
賦

右
、
江
家
の
説
、
証
本
之
れ
を
得
た
り
。
仍
つ
て
菅
家
の
説
と
見
合
は

せ
む
が
為
に
、
先
日
借
り
申
す
所
な
り
。
其
の
功
甫は

じ

め
て
就な

れ
り
。
仍

つ
て
返
し
奉
る
こ
と
件
ん
の
如
し
。

乞
ふ
収
領
を
垂
れ
よ
。
自
今
以
後
、
秘
書
を
隔
て
ず
、
相
互
ひ
に
申
し

請う

く
べ
き
な
り

謹
呈

月

日

兵
部
少
将(マ

マ
)

謹
上

菅
式
部
大
輔
殿

兵
部
少
輔
某
氏
が
借
用
し
て
い
た
『
文
選
』
を
式
部
大
輔
菅
原
氏
に
返
却

す
る
時
の
書
状
で
あ
る
。
最
初
の
「
陵
頓
首
」
は
李
陵
の
「
蘇
武
に
答
ふ
る
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書
」
を
い
う
。
末
尾
に
「
李
陵﹅

頓﹅

首﹅

」
と
記
す
。
い
ず
れ
も
『
文
選
』
所
収

の
作
品
で
あ
る
が
、
返
状
に
「
文
選
四
巻
」
と
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
で
一

巻
の
写
本
と
考
え
ら
れ
る
。
兵
部
少
輔
は
か
ね
て
大
江
家
の
説
に
拠
る
証
本

を
所
持
し
て
い
た
と
い
う
が
、
注
目
し
た
い
の
は
、
寛
永
十
九
年
版
本
に
は
、

「
思
玄
賦
」
の
下
に
「
同
十
二
巻
。
以
上
文
選
也
／
集
注
百
二
十
二
巻
」
と

い
う
双
行
注
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
（
山
崎
誠
「
式
家
文
選
学
一
斑
―
文
選
集

注
の
利
用
―
」『
中
世
学
問
史
の
基
底
と
展
開
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
三
年
）。

「
集
注
百
二
十
二
巻
」
は
『
集
注
文
選
』
を
い
う
。『
江
談
抄
』
の
記
事
は
匡

衡
の
詩
の
措
辞
の
典
拠
が
「
思
玄
賦
」
の
『
集
注
文
選
』
の
注
に
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
も
『
文
選
』
の
中
の
四
篇
の
一
つ
と
し
て
「
思
玄

賦
」
が
挙
げ
ら
れ
、『
集
注
文
選
』
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
注
記
さ

れ
て
い
る
の
み
で
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
分
か
ら
な
い
が
、
捨
て
て
お
く
に

は
惜
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
注
と
し
て
記
し
て
お
く
。

（

）
田
島
公
『
日
本
、
中
国
・
朝
鮮
対
外
交
流
年
表
（
稿
）〔
増
補
改
訂
版
〕』

11
（
私
家
版
、
二
〇
一
二
年
）

（

）
住
吉
朋
彦
「
本
邦
中
世
菅
家
文
選
学
事
捃
拾
」（『
日
本
歴
史
』
六
五
二
号
、

12
二
〇
〇
二
年
）。

（

）
拙
稿
「
平
安
朝
に
お
け
る
『
文
選
』
の
受
容
―
中
期
を
中
心
に
」（『
平
安

13
朝
漢
文
学
史
論
考
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
）。

（
ご
と
う
・
あ
き
お

本
学
名
誉
教
授
）
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